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（ 年 月末現在）
人 口 人
男 人
女 人
世帯数 世帯

今月の表紙 【試走】
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月 日 、晴れ。 時 分、 台余
りの自転車の一団が垂水港へ上陸。左回
りに木江、沖浦、明石、大崎方面を走っ
て木江港 時発の船で大三島へ。木江で
は、町並みを散策したり名物の柏もちを
食べたり。一行は、 瀬戸内しまなみ海
道 とびしま海道 さざなみ海道
にサイクリングルートを作ろう という
たけはら海の道交流・連携 の皆さ
んです。サイクルーズの可能性に、瀬戸
内の魅力を引き出そうと画策中、実現が
待たれます。わが町でも年度内にサイク
リングマップを作成します。
表紙の写真 木江支所近く。まだまだ余

裕の表情。

島づくりへの思いを語る

平成 年 月 日、島ひとつ町ひとつを合言葉に 大崎上島町

誕生から 年。過疎、少子高齢化、財政難など多くの課題はあ

りますが、都市中心の社会から、いなかや島のよさが見直され

つつある時代でもあります。 代目の大崎上島町長として 月

日に就任した高田幸典町長に、島づくり、町づくりへの思いを

聞きました。

当
選
の
新
聞
報
道
に
、

大
崎
上
島
町

の
カ
ラ
ー
を
発
信
し
て
い
き
た
い

と
あ
り

ま
し
た
が

カ
ラ
ー
と
は
町
の
特
色
で
す
ね
。
大
崎
上

島
は
こ
ん
な
町
で
す
、
と
誰
も
が
胸
を
張
っ

て
言
え
る
よ
う
な
も
の
を
創
り
上
げ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
産
業
で
言
え
ば
、
こ
う

い
う
離
島
で
は
企
業
誘
致
も
難
し
い
。

次

産
業
で
勝
負
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん

で
す
。
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
て
、
そ
こ
か

ら
交
流
や
定
住
に
発
展
さ
せ
た
い
で
す
ね
。

立
候
補
に
あ
た
っ
て
掲
げ
た

町
づ
く

り
の

つ
の
柱

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

つ
目
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
は

町
の
皆
さ
ん
の
多
く
が
、
一
生
こ
こ
で
暮

ら
し
た
い
と
い
う
願
い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。

私
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
基

本
と
な
る
の
が
、
福
祉
・
保
健
・
医
療
・
防

災
で
す
。
防
災
は
、
先
の
東
日
本
大
震
災
で

想
定
を
覆
す
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。
じ
ゃ

あ
防
潮
堤
を
高
く
築
く
か
と
い
う
と
、
そ
う

簡
単
に
は
い
か
な
い
。
ま
ず
は
危
機
意
識
を

身
に
着
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
危
な
い
と
予

想
さ
れ
た
ら
、
ま
ず
避
難
。
先
日
、
各
世
帯

へ
お
配
り
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
避
難

先
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
い

う
場
合
で
も
、
地
域
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な

要
素
と
考
え
ま
す
。

つ
目
、
活
力
あ
ふ
れ
る
町
と
は

生
き
が
い
を
も
っ
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
町
で
す
。
産
業
の
振
興
、
生
涯
教
育
や

地
域
活
動
の
振
興
、
ま
た
若
者
が
定
着
で
き

る
町
で
す
。
そ
の
際
、
働
き
先
が
必
要
で
す

が
、
福
祉
施
設
な
ど
で
若
い
人
が
は
つ
ら
つ

と
働
い
て
い
る
の
を
み
て
頼
も
し
く
感
じ
て

い
ま
す
。
農
業
も
や
り
方
に
よ
っ
て
は
い
け

る
、
町
内
に
若
い
人
が
成
功
し
て
い
る
例
が

あ
り
ま
す
。

つ
目
の
人
材
が
育
ち
活
躍
す
る
町
と

は
町
内
に
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
周
り

を
引
っ
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
あ
と
に
続
く
人
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
制
度
や
農
業
研
修

制
度
な
ど
を
設
け
て
、
外
か
ら
の
参
加
を
募

る
も
の
、
ま
た
各
地
域
で
人
材
が
育
つ
仕
掛

け
が
何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
の
ま
ち
を
ど
う
考
え
ま
す
か

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
を
も
つ
人

の
福
祉
に
つ
い
て
、
大
崎
上
島
が
伝
統
的
に

築
い
て
き
た
施
設
福
祉
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
は
こ
れ
を
基
盤
と
し
た
い
で
す
。
そ
れ

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
地
域
の
福
祉
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
介
護
保

険
を
は
じ
め
高
福
祉
高
負
担
の
傾
向
に
は
あ

り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
す
す
め
て

い
る
小
地
域
で
の
見
守
り
活
動
に
は
注
目
し

て
い
ま
す
。
人
と
ふ
れ
あ
う
の
は
大
事
で
す
。

い
つ
で
も
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
で



き
る
場
が
、
近
所
に
あ
る
と
い
う
の
が
い
い

と
思
う
ん
で
す
。
私
の
家
の
近
く
で
は
、
大

師
堂
が
そ
う
い
う
場
で
し
た
。
今
は
も
う
そ

の
建
物
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

も
う
一
つ
、
こ
う
し
た
福
祉
施
設
が
生
み

出
す
活
気
で
す
。
若
い
人
の
雇
用
の
場
と
な

り
、
働
く
人
・
利
用
す
る
人
・
支
援
す
る

人
々
が
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
繰
り
広
げ
る

交
流
や
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
町
の
元
気

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
島
の
産
業
に
つ
い
て

造
船
業
や
町
の
経
済
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
企
業
、
地
場
産
業
を
大
切
に
す
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
次
産
業
を

し
っ
か
り
す
す
め
た
い
。
そ
れ
か
ら
、
観
光

の
可
能
性
を
探
り
た
い
。
そ
れ
ら
は
、
必
ず

し
も
別
々
の
も
の
で
は
な
く
、
横
断
的
な
取

り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
町
の
皆

さ
ん
の
お
力
も
い
た
だ
き
、
人
と
の
ふ
れ
あ

い
を
重
視
し
た
観
光
の
あ
り
か
た
を
根
付
か

せ
ら
れ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

一
次
産
業
の
活
性
化
は
国
で
も
な
か
な

か
抜
本
的
な
対
策
が
見
い
だ
せ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か

耕
作
放
棄
地
の
活
用
を
図
り
た
い
で
す
。

田
も
荒
れ
て
い
ま
す
。
集
積
し
て
新
し
い
農

業
の
活
性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
で

す
。
ま
た
、
体
験
型
漁
業
の
可
能
性
は
ど
う

か
。
悲
観
論
を
述
べ
て
何
も
し
な
い
で
い
る

よ
り
、
一
歩
踏
み
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

現
行
の
離
島
振
興
法
が
平
成

年
度
末

で
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。
延
長
要
望
を
含

め
改
正
案
を
検
討
中
と
聞
い
て
い
ま
す
。
離

島
振
興
法
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。
ま
た
内
海
離
島
と
し
て
訴
え
た
い
こ

と
は先

日
、
広
島
県
離
島
振
興
協
議
会
の
会
議

に
出
席
し
た
ら
、
早
速
会
長
を
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。
島
と
い
う
こ
と
で

私
が
思
う
の
は

。
山
間
部
は
道
路
が
整
備

さ
れ
て
ず
い
ぶ
ん
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

道
路
は
国
や
県
が
や
っ
て
く
れ
る
、
高
速
道

路
が
無
料
化
に
な
れ
ば
さ
ら
に
有
利
。
県
内

で
も
世
羅
や
神
石
な
ど
は
、
近
郊
都
市
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
可
能
性
が
開
け
て
き

た
と
感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
保
育
料
を
下
げ
た

り
、
住
宅
を
安
く
提
供
す
る
施
策
を
出
し
た

り
す
る
と
、
即
人
口
増
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
本
土
側
と
の

格
差
を
実
感
し
ま
す
。
流
通
を
考
え

て
も
、
海
を
渡
れ
ば
時
間
と
経
費
の

コ
ス
ト
が
か
か
る
。
そ
れ
は
島
の
住

民
が
負
担
し
て
い
る
。
内
海
離
島
と

い
え
ど
も
、
島
は
島
な
ん
で
す
。

島
が
島
と
し
て
の
魅
力
を
最
大
限

に
活
か
し
自
立
し
て
い
く
に
は
、
離

島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
は
欠
か
せ

な
い
と
考
え
ま
す
。

産
官
学
連
携
や

な
ど
民
間
団
体

や
住
民
と
の
協
働
に
つ
い
て
は

そ
の
流
れ
は
賛
成
で
す
。
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
よ
い
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
の
は

歓
迎
で
す
。

財
政
難
を
ど
う
打
開
し
ま
す
か

合
併

年
を
経
過
し
た
後
、
地
方
交
付
税

が

年
を
か
け
て
段
階
的
に
減
額
と
な
り
ま

す
。
最
終
的
に
地
方
交
付
税
が
年
額

億
円

減
額
に
な
る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
は
た
い
へ

ん
厳
し
い
数
字
で
す
。
こ
の

年
間
に
ス
リ

ム
化
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
足
り
ま
せ

ん
。
次
の
合
併
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、

町
の
持
続
の
た
め
に
は
改
革
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
既
存
事

業
の
見
直
し
・
合
理
化
を
図
り
ま
す
。
収
入

に
見
合
う
支
出
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
金
が
な
い
、
や
め
る
し
か
な
い
で

は
な
く
、
知
恵
の
使
い
ど
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
職
員
に
も
そ
の
能
力
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

町
長
と
し
て
、
ま
ず
取
り
組
み
た
い
こ

と
は本

年
度
は
、
す
で
に
通
年
予
算
も
組
ま
れ

て
い
ま
す
し
、
全
体
を
把
握
し
て
考
え
る
時

期
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
職
員
の
人

材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
信

頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員
で
な
け
れ
ば
。
そ

れ
か
ら
政
策
形
成
能
力

企
画
立
案
し
、
提

示
で
き
る
能
力

を
育
て
た
い
で
す
。
そ
の

際
、
複
数
案
を
示
せ
る
柔
軟
性
も
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
現
行
の
事
業
も
、
毎
回
目
標
設

定
を
し
て
取
り
組
み
、
検
証
す
る
習
慣
を
つ

け
た
い
。
広
い
目
で
み
て
、
達
成
の
た
め
の

工
夫
を
す
る
力
が
必
要
な
ん
で
す
。

初
議
会
に
臨
む

町
政
を
支
え
る
特
別
職
人
事
を
提
案

月

日
、
高
田
町
長
は
平
成

年
第

回
大
崎
上
島
町
議
会
臨
時
会
へ
出
席
、
所
信

表
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
特
別
職
の
人

事
案
を
提
出
し
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

副
町
長

亀
山
英
治
（
前
企
画
課
長
）

教
育
委
員
会
委
員

出
口
一
伸
（
前
三

原
市
立
第
一
中
校
長
）

監
査
委
員

大
成
淳
二
（
継
続
）

任
期
は

月

日

月

日

月

日

い
ず
れ
も

年
間
で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
予
測
し
、
そ
の
被
害
範
囲
を
地
図
に

示
し
た
も
の
で
す
。
大
崎
上
島
町
で
は
、

高
潮
と
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ（
保
存
版
）を
作
成
し
、
区
長
会
を

通
じ
て
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
し
た
。

問
総
務
課

問



笑顔で地域の清掃活動

月 日 、豊田・東
野ジュニアバレーボール
クラブの児童たちとその
保護者の皆さんが東野小
学校体育館周辺から、海
岸沿いの県道周辺にかけ
て清掃活動を行いました。
毎年恒例になっている
この活動、子どもたちが
何か地域の役にたてるこ
とはないかと始まったもので、地域の人たちとも触れ合
うよい機会になっているようです。

支えられて 周年

月 日 、ふれあい工房（大串）で 周年記念イベ
ントが開催され、場内いっぱいの来場者でにぎわいまし
た。ステージでは、工房メンバーの歌（写真）や神楽の
上演などのほか、パン工房 ほがらか の移動販売構想
やテーマソングの発表も。今年も大崎上島中学校の生徒
が、ボランティアスタッフとして活躍しました。

ふれあい工房では永見施設長退職に伴い、今年 月、
塩飽敏さん（前大崎福祉会事務次長）が施設長に就任。
今の思いを聞きました。 平成 年の開設以来、ふれあ
い工房の利用者は現在 名。地域の皆様の支援により、
島の障がい福祉も充実してきたように思います。しかし、
障がいをもった人が、生涯この島で安全に安心して生活
できるようになるまでには、まだまだ事業の展開が必要
です。 ふれあい工房 の充実、発展に職員一同精進し
ていきます。引き続きご指導・ご協力をお願いします

雨にもめげず優勝だぁ ！ 大崎地区ゲートボール大会

月 日 、西野スポーツ広場で、老人クラブ連合会
大崎支部主催のゲートボール大会が開催されました。
選手と応援の方で約 名、今年も チームが悪天候の

なか熱き戦いを繰り広げました。
優勝は、応援団長に原下老人クラブ水井会長を迎えた
原下チーム、 位は片浜 チーム、 位は片浜 チーム
でした。入賞の記念品、参加賞は協賛の大崎ライオンズ
クラブから贈られました。

連合区長会会長は金原さん

月 日 、大崎上島町連合区長会役員会の新しい役
員が決まりました。会長は、谷口武文さんから金原邦也
さんにバトンタッチ。新会長・副会長は次のとおりです。
会 長 金原 邦也さん（大崎地区区長会長・原田区長）
副会長 濱田 紀幸さん（東野地区区長会長・白水区長）

長尾 源一さん（木江地区区長会長・宇浜区長）
このほか、理事 名、監事 名で連合区長会の役員は

構成されています。任期は 年です。
問総務課問



第 回大崎上島町民ゴルフ大会

月 日 、第 回大崎上島
町民ゴルフ大会が安芸カント
リークラブ（東広島市）で、開
催されました。
参加者は 名で、優勝は越
田 博さん（写真）、女子優勝
は川本俊子さん、ベストグロス
は宮本正さんでした。
次回は 月 日に行われる 県民体育大会ゴルフの部
へ参加予定をしています。
また、今回は東日本大震災復興支援ゴルフ大会と兼ね
て開催され、集まった義援金 円は、大崎上島町
を通じて被災地の方々へ届けられました。

つ子ちゃん里帰り

東野垂水区にお住いの藤原信子さんのお孫さんは つ
子です。麻奈さん・香奈さん・巧さん（広島市在住）の
人は初参りから 年、成人

と就職の報告に家族そろって
正光坊を訪れました。 離れ
ていても、ふるさとを忘れず
思う心がうれしいです と住
職の不二川貫浄さん。

五月晴れの空の下で

月 日 、神峰ウォークが初夏の日差しの中、町内
外から 名を超す参加者を迎え、開催されました。
今年も、子どもからお年寄りまで幅広い世代の参加者
が山頂をめざして元気に登ることができ、けが人も無く、
無事に下山す
ることができ
ました。
いつもは静
かな山頂も、
この日ばかり
は、多くの声
がこだまして
おりました。

第
二
回

大
崎
上
島
さ
く
ら
祭
り
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

【
最
優
秀
賞
】

か
す
む
そ
ら
茶
せ
き
の
さ
く
ら
ほ
ほ
え
み
ぬ

松
浦

利
子

【
優
秀
賞
】

花
だ
よ
り
子
は
背
伸
び
し
て
義
援
箱

藤
原

幸
子

少
年
の
石
投
げ
競
う
春
の
海

藤
解

静
風

【
奨
励
賞
】

海
光
に
精
気
こ
ぼ
る
る
桜
か
な

植
田
と
も
子

琴
の
音
や
茶
席
に
憩
ふ
花
の
昼

下
平

鈴
子

主
催

大
崎
上
島
町
観
光
協
会

第
二
回

大
崎
上
島
さ
く
ら
祭
り
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

【
最
優
秀
賞
】

か
す
む
そ
ら
茶
せ
き
の
さ
く
ら
ほ
ほ
え
み
ぬ

松
浦

利
子

【
優
秀
賞
】

花
だ
よ
り
子
は
背
伸
び
し
て
義
援
箱

藤
原

幸
子

少
年
の
石
投
げ
競
う
春
の
海

藤
解

静
風

【
奨
励
賞
】

海
光
に
精
気
こ
ぼ
る
る
桜
か
な

植
田
と
も
子

琴
の
音
や
茶
席
に
憩
ふ
花
の
昼

下
平

鈴
子

主
催

大
崎
上
島
町
観
光
協
会

春の豊漁祭

月 日 、沖浦観光物産館で第 回春の豊漁祭が開
催されました。
豊漁祭といえば、おいしい食材が大人気。今回も沖浦
漁港沖で育てられたマダイやヒラメ等の新鮮な魚や、昆
布の袋詰め放題（写真）などの食材が大人気で、多くの
人が訪れて、にぎわいました。

書の友展覧会で受賞

第 回書の友全国書道展覧会
（ 月 日 月 日、広島県立
美術館ギャラリー）に出品された
西中光男さん（ 歳・中野）の作
品が、特にすぐれているとして読
売新聞社大阪本社から賞状とトロ
フィーが贈られました。西中さん
が退職を機に書を始めたのは平成
年ですが、読売新聞社から受賞
するのは、大崎公民館書道教室の
活動歴 年にして初めてとか。み
んなで喜び合っています。

作品 青柳の糸よりかくる春しも
ぞ乱れて花のほころびにけ
る
（紀貫之・古今和歌集）



HIGH SCHOOL REPORT

本校では、入学志願者のニーズに応えるため学生寮
棟を新築しました。新しい学生寮はすべて個室で 名
が入居できます。 月 日 には完成を記念して竣工式
を行いました。
この寮が完成したことにより、約 名の学生が入居

できるようになりました。

情情
報報
ププ
ララ
ザザ
・・
エエ
ルル

開館時間

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

心はあなたのもとに 村上 龍

快晴フライング 古内 一絵

天魔ゆく空 真保 裕一

刑事魂 松浪 和夫

アゲイン 浜口倫太郎

しっぽちゃん 群 ようこ

あなたがいる場所 沢木耕太郎

ハタラクオトメ 桂 望実

休休

月 日 、本校体育
館にて大崎上島消防署の
方をお招きし、応急手当
法について学びました。

を用いた心肺蘇
生法では、生徒と教職員
が合同で研修を受けまし
た。

安全研修会

ひまわり会
絵本のよみかたり

絵本 くいしんぼな
めれおん

紙芝居 くまくんの
いっち、にっ、サ
ンドイッチ

学生寮を新築

月 日 、 年生は みろくの里 （写真）、 年生
は 広島市立安佐動物公園 、 年生は マリーナホッ
プ及び木下大サーカス（西区商工センター） へ行きま
した。クラスの親睦を深め、集団の一員として自覚した
行動をとることができました。各学年とも充実した遠足
になりました。

遠 足
月 日 から 日 に開催された広島フラワーフェ

スティバルに 年連続で手作
りロボットを出展しました。
また発電の仕組みが分かる
エネルギー教室も同時開催し、
大勢の親子連れの来場者で会
場はにぎわいました。

広島フラワーフェスティバルに
手作りロボット出展

月 日 、新入生を
歓迎する球技大会では、
男女混合チームによるソ
フトバレーボールを実施
しました。各チームで自
主的に声をかけるなど協
力したプレーが随所に見
られ、熱い試合を繰り広
げました。

新入生歓迎球技大会



今月は大崎小学校今月は大崎小学校

平
成

年
度
【
第

回
】

月

日

議
題
・
議
事

日
程
第

報
告

広
島
県
市
町
教
育
長
会
議
に
つ
い
て

日
程
第

報
告

平
成

年
度
町
立
小
中
学
校
学
校
評
議
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

日
程
第

議
案
第

号

平
成

年
度
使
用
教
科
用
図
書
の
採
択
基
本

方
針
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案
第

号

教
科
用
図
書
採
択
事
務
に
関
す
る
規
約
に
つ

い
て
原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

議
案
第

号

大
崎
上
島
町
体
育
指
導
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

原
案
ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

日
程
第

協
議

平
成

年
度
教
育
委
員
会
の
会
議
日
程
に
つ

い
て

日
程
第

協
議

平
成

年
度
学
校
訪
問
日
程
に
つ
い
て

日
程
第

協
議

平
成

年
度
教
育
委
員
会
主
要
課
題
の
自
己

点
検
・
自
己
評
価
及
び
平
成

年
度
教
育
委

員
会
主
要
課
題
と
目
標
設
定
に
つ
い
て

そ
の
他

町
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
運
動
会
の
日
程

に
つ
い
て

懸
案
事
項
に
つ
い
て

そ
の
他

大崎小学校の本年度の学校教育目標は 自ら学び 心豊かで たくましい子どもの育成 です。
豊かな心の育成については ありがとう、返事、あいさつ、くつそろえ を合言葉に実践を継続しています。

くつそろえでは、靴のかかとをそろえるように気をつけていますが、どの学年も丁寧にそろえる子ども達が増えて
きています。先日の参観日では保護者の方々もきちんと靴そろえをされ、親子でとてもきれいな大崎小の玄関でした。

自ら学ぶ子どもたちの育成については、毎日 分間の朝読書と大崎小タイムでの音読を継続しています。本に親し
むことはすべての学習の基礎力をつけることにつながります。また 竹取物語 や 坊ちゃん の冒頭など名文には
心地よいリズムと美しい文章表現があります。それらの名文を感じるため大きな声で一斉に毎日音読しています。ま
た、学習の習慣化をめざして取組みを進めています。
たくましい子どもの育成としては 早寝・早起き・朝ごはん を合言葉に と連携して基本的生活習慣の改善
をめざしています。特に、就寝時間とテレビ・ゲームの視聴時間については、 研修部会を中心に年間 回強化
週間を設定して、全家庭で生活点検カードに記入したものを集計しています。昨年度の強化週間では ％の子ども
達が決められた就寝時刻を達成したり、 ％の子ども達がテレビとゲームをあわせて 時間以内を達成したりなど成
果も見られています。
本年度も地域保護者の方と連携して、教育目標達成に向けて職員一同力を合わせて頑張ります。

お詫びして訂正します。 月号 ページ、大崎上島中学校 年生の学年副担任の名前は、久保 卓実 さんです。



み
な
さ
ん
は
、
本
当
の

平
和

と
は
？

と
質
問
さ
れ
た
ら
、
何
と
答
え
ま
す
か
。
戦

争
や
紛
争
な
ど
が
な
い
こ
と

で
す
か
？
そ

れ
と
も

自
分
自
身
の
幸
せ
の
こ
と

で
す

か
？
一
人
ひ
と
り
の
抱
く
平
和
の
イ
メ
ー

ジ
は
違
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
僕
の
思
う
本
当

の

平
和
。
そ
れ
は
、
家
族

が
い
て

家

庭

が
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
そ

う
思
う
か
と
い
う
と
、
今
僕
は
訳
あ
っ
て
家

族
と
は
離
れ
ば
な
れ
に
暮
ら
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
一
歳
前
後
に
は
既
に
家
族
と
は
離
れ
、

施
設
に
い
ま
し
た
。
母
親
や
姉
、
兄
の
存
在

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
一
緒
に
過
ご
し
た

時
間
は
限
ら
れ
た
も
の
で
、
今
で
も
ほ
と
ん

ど
交
流
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
せ
い
か
、
僕

は
い
つ
も

家
族

や

家
庭

と
い
う
も

の
に
強
い
憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。

自
分
が
ま
だ
幼
い
頃
は
、
自
分
と
同
じ
く

ら
い
の
子
が
母
親
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
姿

が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
、

ど
う
し
て
自
分
に
は
母
親
が
い
な
い
ん

だ
ろ
う
。
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
舞
い

に
は
、
自
ら
の
母
親
を
恨
ん
で
し
ま
っ
た
の

で
す
。
小
学
生
に
な
っ
て
も
、
そ
の
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
、
母
親
へ
の
恨
み
は
増
す
ば
か

り
で
し
た
。

し
か
し
、
小
学
五
年
生
の
夏
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
出
来
事
が
起
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、引
っ

家
族

と
は
何
か

栃
木
県
・
さ
く
ら
市
立
喜
連
川
中
学
校

三
年

大
田
お
お
た

葵
あ
お
い

越
し
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
僕
は
、

新
し
い
土
地
、
そ
し
て
新
し
い
里
親
と
い
う

人
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
里
親
の
人
た
ち

と
暮
ら
し
た
数
年
間
、
僕
は
幸
せ
で
し
た
。

そ
こ
で
僕
は
、
僕
の
周
り
に
は
い
つ
も
支
え

て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
血
の
つ
な
が
り
が
な
く
て
も
、
僕
に

自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
接
し
、
育
て
て
く

れ
た
里
親
の
人
た
ち
、
養
護
施
設
の
先
生
方

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
に
僕
は
見
守
ら

れ
て
成
長
し
て
き
た
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で

す
。
僕
を
支
え
て
く
れ
る
人
す
べ
て
に
、
感

謝
の
気
持
ち
が
わ
き
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

以
来
、
僕
は
親
と
い
う
存
在
に
こ
だ
わ
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
自
分
に

命
を
与
え
て
く
れ
た
親
に
感
謝
の
思
い
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
夏
、
母
親
の
育
児
放
棄
が
原
因
で
二

人
の
乳
幼
児
が
衰
弱
死
す
る
と
い
う
、
悲
し

い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
の
子
ど
も
に

ろ
く
に
食
事
も
与
え
ず
、
風
呂
も
入
れ
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
逮
捕
後
そ
の

母
親
は
、
家
に
帰
っ
て
あ
げ
な
か
っ
た
こ

と
を
今
も
後
悔
し
て
い
る
。
子
ど
も
は
私
を

恨
ん
で
い
る
と
思
う
。
と
い
う
言
っ
て
は

な
ら
な
い
発
言
を
し
ま
し
た
。
僕
は
怒
る
前

に
、
亡
く
な
っ
た
二
人
の
子
ど
も
た
ち
が
か

わ
い
そ
う
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
同
時
に
、
僕
は
こ
の
母
親
は
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ

う
、
と
す
ご
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
僕

は
、
本
来
親
は
子
ど
も
を
殺
す
の
で
は
な
く
、

守
る
た
め
に
い
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。
た
と

え
小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
立
派
な
一
人
の
人

間
で
す
。
そ
の
命
を
守
り
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
親
と
し
て
大
切
な
役
目
だ
と
思
う
の
で

す
。
こ
の
母
親
は
、
ど
こ
で
勘
違
い
し
た
か

は
知
り
ま
せ
ん
が
、
親
と
し
て
の
自
分
の
責

任
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
勘
違
い
を
誰
も
母
親
に
気

づ
か
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
事
実
。
母
親

が
一
緒
に
遊
び
歩
い
て
い
た
友
人
は
も
ち
ろ

ん
、
母
親
の
家
族
が
少
し
で
も
助
け
る
こ
と

が
で
き
て
い
た
ら
、
母
親
の
行
動
を
戒
め
る

こ
と
が
で
き
て
い
た
ら
、
連
絡
を
受
け
た
児

童
相
談
所
が
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
行
動
が

取
れ
て
い
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
結
末

に
は
な
ら
ず
に
済
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
や
り
き
れ
な
い
思
い
ば
か
り
が
こ
み

あ
げ
て
き
ま
す
。

も
う
一
つ
、
こ
の
母
親
は
大
き
な
勘
違
い

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
は
私

を
恨
ん
で
い
る
と
思
う
。
と
い
う
言
葉
で
す
。

僕
は
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
が
母
親
を
恨
ん
で

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
、

母
親
が
帰
宅
す
る
と
い
つ
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

し
て
喜
ん
で
迎
え
た
そ
う
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
母
親
の
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
た
と
え
自
分
た
ち
を
見
放
し
た
母

親
で
も
、
恨
ん
で
い
る
と
は
決
し
て
思
え
な

い
の
で
す
。
子
ど
も
は
、
心
の
底
か
ら
自
分

の
母
親
の
こ
と
を
恨
め
な
い
と
僕
は
思
い
ま

す
。
こ
の
世
に
生
を
受
け
笑
っ
た
り
怒
っ
た

り
泣
い
た
り
と
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が

で
き
る
の
は
、
自
分
を
生
ん
で
く
れ
た
母
親

と
い
う
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
正
直
、

僕
も
小
さ
い
頃
は
母
を
恨
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
愛
情
の
裏
返
し
と
い
う
よ
う
に
、

母
親
へ
の
思
い
が
憎
し
み
に
変
化
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
心
の
底
に
は
母
へ

の
恨
み
と
は
全
く
正
反
対
の
気
持
ち
が
存
在

し
続
け
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

子
ど
も
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。
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開運ブレスレット、効果が無くて連絡すると…開運ブレスレット、効果が無くて連絡すると…

豪雨・台風災害への備えをしましょう
─日本一安全・安心を実感できる大崎上島町の実現─

例年 月から 月頃までは集中豪雨や台風等による災害が発生しやすい時期になります。
災害はいつ・どこで発生するか分かりません。災害から貴重な人命・財産を守るため、日頃からの備えを再確
認し災害対策を万全にしておきましょう。
避難場所がどこかしってますか？
自分の地区の避難場所や、そこまでの安全な経路を確認しておきましょう。
災害時は、家族と連絡が取れなくなるおそれがあります。
《どこの施設に避難するか！》《避難先のどこで集合するか！》
家族で詳しい集合場所を決め、メモ等を作り決めておきましょう。

家の周りの 点検・整備 はできていますか？
石垣のひび、溝や雨どいの詰まり、屋根などの損壊など点検をしておきましょう。
自宅周辺の土砂崩れが発生しやすい場所など、危険箇所を把握して被害を未然に防ぎましょう。

非常持ち出し品の準備はできていますか？
懐中電灯、ラジオ、非常食、水、救急薬品等の防災グッズを準備し、いつでも持ち出せるようにしておき
ましょう。

災害が起きたときは混乱や恐怖から思うような行動ができなくなります。
発生時に冷静な判断ができるように準備をしっかりとしておきましょう

危険を感じたら、早めに避難しましょう

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

【相談内容】
ダイレクトメールの広告を見て電話し、 万円の開運ブレスレットを購入しました。
いろいろ悩みがありましたが、身に付けていても運がよくなったように感じられず、
効果が無ければ連絡してください。 と言われたのを思い出して連絡しました。す
ると、運気をあげる祈祷師という人を紹介され、電話で何度か相談しましたが、結局
万円で祈祷することを勧められました。本当にそれで運がよくなるのでしょうか？

（ 代 女性）

【アドバイス】
人の悩みや不安を聞きだして、 運が開ける とか 先祖の因縁を絶つため と言って、高額な印鑑や
ブレスレットなどを勧めたり、さらに祈祷料などの名目でお金を請求する商法は、開運商法 霊感商法
と呼ばれています。事例のように 効果が無ければ連絡してください。 など、さも、返品できるかのよ
うな説明や記載があっても、連絡すると逆に不安をあおられ、さらに高額な祈祷等を勧められることもあ
ります。
誰でも多少の不安や悩みは抱えています。お金で幸運は買えません。話を聞いてもその場で契約しない

でください。
少しでも迷ったら、すぐに家族や信頼できる友人、消費生活相談窓口に相談しましょう。

竹原市役所 階消費生活相談室 大崎上島町役場 総務課（本庁）

月 金曜日 奇数月の第 金曜日

消
費
生
活
情
報

消
費
生
活
情
報

問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問 竹原警察署 大崎上島分庁舎問

消費生活相談窓口消費生活相談窓口



らんどは、障害者相談支援事業所です。
障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族や地域の方からの相談に応じるとともに、
この島で自分らしく、いきいきとした生活を送るための
お手伝いをしています。

相談先
大崎上島町生活サポートセンター
らんど （担当 西田・末田）

＠
電話は転送する場合があります。そのままお待ちくだ
さい。
相談方法 電話相談・来所相談・訪問相談
相談時間 月 金曜日

相談は無料で、秘密は固く守られます。

サポートファイル書き方勉強会開催します

サポートファイルとは、生育暦や支援・介助の仕方を、
乳幼児期から成人期に至るまで継続して記録整理できる
ファイル形式の記録ノートです。本人を取り巻く生活環
境が変わっても、地域で一貫した継続的な支援を受けら
れることを願って作られたものです。
前年度より始めたこのサポートファイルですが、まだ
まだ普及には程遠い現状があります。そこで今年度は、
月に 回くらいのペースでサポートファイルの書き方勉
強会を行っていきたいと考えています。
書き方勉強会では、実際に役場福祉課や らんどの
職員と一緒に皆さんのファイルを作っていきますので、
分からない部分なども気軽に相談しながら、楽しく作っ
ていくことができます。
第 回は 月 日 の より、ふれあい工房にて

行いますので、まだサポートファイルをお持ちでない方
は、この機会にぜひ参加してご自分やご家族のサポート
ファイルを一緒に作成していきましょう。

近年、凶悪な事件の低年齢化・いじめによる自殺・虐
待など、多くの子どもたちの命が失われています。本当
なら楽しいはずの学校が、いじめや虐待・リンチ事件を
起こす場所になったりもしています。もし自分だったら
とは思わないのでしょうか？思わないようであれば、そ
れは自分の命さえも軽んじているということなのです。
私は仕事柄、病気や自殺・事故・災害等で子どもを
失った両親の手記を読ませてもらうことがあります。そ
の中には後悔の言葉が書かれてあり 子どもがどんなに
か辛かったか。どんなに痛かったか。私達は気付いてあ
げられなかった。自分が代わりに死ねばよかった。こん
なに苦しい思いをするくらいなら一緒に死ねばよかっ
た。 そして一生その十字架を背負って生きて行かなけ
ればならないのだ。 と。私はいつも読みながら涙が止
まらず、どうしてこんな事が起きるのだろうと怒りが込
み上げて来るのです。
もう一度考えてください。子どもを授かった時の事を、
自分の命を削るようにしてお産をした事を。赤ちゃんが
生まれてきた時どう思ったか？言葉をまだ言えない赤
ちゃんを育てるのはどうだったか？そしてその事を自分
の子どもたちに伝えて欲しいのです。なぜあなたを生ん
だのか。妊娠中や出産・育児の時を思い出して伝えて欲
しいのです。どんなにあなたが必要な存在なのかを。そ
うする事で子どもは自分の存在理由を受け止め、命につ
いて考えるようになり自分以外の人にも優しく接するこ
とが出来るようになるのです。
この度の大震災で、日本は大変な局面に立たされてい
ます。しかし、その大変な中でも震災に遭われた人々の
事をいつも考えている心があります。 絆・命 です。
今だからこそ、みんなで命の大切さを考えて伝えて欲し
いのです。命の大切さを実感するには、小さい頃からの
環境に影響されやすいと言われています。家庭でも学校
でも命の大切さを大人は伝えなければなりません。教え
込む教育ではなく、 自分の命をどうとらえて行くか、
どう自分らしく命を使うか。 ということを導いてあげ
る事が大切なのです。
人間は 生きている ことと同時に、人道的に 生き
ていく こともしていかなければならないからです。私
はこれからも、子どもたちに命の大切さを伝えていきた
いと思います。そして少しでも悲しい事件がなくなれば
と思います。

命の大切さ を伝えたい
県立安芸津病院 階病棟 助産師 要田 寿子

周年記念イベントのゲスト、ひねり屋ジャッキー
さんに作ってもらったブルーくん・ベリーちゃん



心しなやかにイキイキ生きるために
ストレスと上手く付き合いましょう（ ）

エネルギー 、たん白質 、カルシウム 、塩分

月に、木江保健福祉センター、東野保健福祉センター、
大崎上島開発総合センターで、 心しなやかにイキイキ
生きる と題して、文化学園大学 看護学部 看護学科
の岡本響子先生と村木士郎先生からお話しをしていただ
きました。
今回は、 月号の続きのおはなしです。

ストレスが加わると、人間はそれに対応するため、交
感神経（自律神経の一つ、他に副交感神経があります。
自分の医師とは関係なく、気温の変化や精神的ストレス
などの刺激に対して体内を一定に保つ働きをしていて、
心臓や胃など全ての器官の働きを調整しています。）が
優位になり戦闘モードになるそうです。それが一時的な
らよいのですがこのような状態が長く続くと、交感神経
が興奮しっぱなしになり、上手く休養をとることができ
なくなります。そこで副交感神経を優位にするための方
法である 自律訓練法 を講演では体験しました。
保健師に声をかけていただけ
れば、先生から資料をいただい
ていますので、興味のある方に
は、資料をお渡しできます。
また、うつと関係の深い脳内
伝達物質で、セロトニンがあり
ますが、そのセロトニン神経を
鍛える方法についても教えてい
ただきましたので簡単にですが、
ご紹介しておきます。

《セロトニン神経を鍛える方法》

）朝日を浴びる（セロトニン神経のスイッチオン）

）リズム運動や呼吸法が良いとの事です。
リズム運動 ダンス・散歩・太鼓・ガムをかむなど
呼 吸 法 座禅・歌を歌うなど

）セロトニンの材料であるトリプトファン（アミノ酸）
の含まれる食品をとる。
乳製品・豆類（大豆製品）・バナナ…吸収を浴す
るには、脂肪分を控え、炭水化物（糖質）の多い、
ご飯・パン・麺類をきちんと食べましょう。

材 料 分量（ 人分）

玉ねぎ 中 個
ベーコン 枚
小松菜 わ
塩 小さじ
みりん 小さじ

ゆでうどん 玉

オリーブ（サラダ）油 大さじ
トマト（又は缶詰） 個（ 缶）
だし汁 カップと半分
濃口しょうゆ 小さじ
コショウ 少々
粉チーズ 大さじ

梅雨は高温多湿で体調を崩しやすくなります。こんな
時こそ、和風出しベースにトマトの酸味がほどよく効い
たさっぱりスープのうどんはいかがでしょうか。
赤 色の食材パワーの代表格ともいえるトマト。こ

の赤い色素成分であるリコピンには カロテンの約
倍もの抗酸化作用があり、活性酸素を取り除く働きがあ
ります。水にとけにくいため、調理による損失も少なく、
加熱すれば吸収率もアップします。また、うま味成分の
グルタミン酸も豊富です。

作り方

玉ねぎはみじん切りにし、ベーコンは短冊に切る。
小松菜をゆでて、食べやすい長さに切る。
鍋にオリーブ油を入れて火にかけ、ベーコン、玉ね
ぎの順に炒める。
玉ねぎが透き通ってきたら、湯むきし短冊切りにし
たトマトを加え、木じゃくしでつぶす。
沸騰したら出し汁と を加え、中火で 分ほど煮る。
粉チーズの半量、うどんを加え、うどんが温まった
ら器に盛り、 の小松菜をのせて残りの粉チーズを
ふる。

月は 食育月間 、毎月 日は 食育の日 とし、
全国的な食育推進運動が実施されています。広島県で
は食を知り、みんなとつながる食育の推進として つ
の力と つの心を育てるサンサンプランをキャッチフ
レーズとして各地域で取り組んでいます。

栄養とうま味ぎっしり

トマトチーズうどんトマトチーズうどん



ハロー 大崎上島！

私が日本のくらしの中で何を学んだかというと、心を
広く持つことです。特に納豆の強烈な臭いと発酵した豆
の つ つから伸びるネバネバの糸にはとてもびっくり
しました。今となっては、納豆を食べるのを本当に楽し
んでいます。

お弁当はどうでしょうか？お弁当箱はおいしくて健康
的な食事をするのに非常に優れています。コンビニなど
でも安く売られています。しかし、誰が冷たい弁当を食
べたがるでしょうか？アメリカでは、米や肉、また野菜
の油炒めのような食べ物はいつも温かい状態で出されて
います（さらにいうと、それらが冷たいと返金してもら
います）。しかし、今では そんなに温かくない 食べ
物にも慣れました。

ここに、日本のソーセージ
エッグピザの写真があります。
私はソーセージと卵が大好き
ですが、これらをピザの上に
合わせて乗せるとは考えたこ
とがありませんでした。アメ
リカではこのような組み合わせを見かけません。

そこで、私が言いたいのは、 新しい可能性に対し心
を広く持つ ということです。ただ、気味が悪い、不愉
快だ、組み合わせがおかしいとう思うだけでは、それが
おいしくないというわけではないのです。

新しいことにトライし続けよう！

ダニエル

ダニエルのこだわりダニエルのこだわり

工賃の一部も義援金に
ふれあい工房では、 周年記念イベントで来場者に

東日本大震災の義援金を募りました。当日販売した
チャリティーカフェサンドの売上金、出店者からの義
援金や売上金に工房の当日総売り上げ（利用者の工賃）
の一部を合わせた 円を、被災地に届けてと町
に託しました。
月 日 、ふれあい工房農作業班のメンバー 人

と職員が代表で町長室を訪れ、高田町長に手渡しまし
た。
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ィ
ア
に
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
が
登
録
、
ま
た
、
各
地
域

の
区
長
会
総
会
で
も
企
画
課
長
か
ら
声
掛
け

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

月

日
に
な
っ
て

テ
レ
ビ
が
映
ら
な

い
！

と
い
う
混
乱
が
な
い
よ
う
に
、
近
所

な
ど
で

地
デ
ジ
化
、
も
う
済
ん
だ
？

と

話
題
に
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

月

日
正
午
か
ら
、

見
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
、

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

子育てを支援します
入学式から か月。新しい環境に少しず

つ慣れてきたころでしょうか。学校生活を
安心・安全に過ごせるように、家庭教育支
援の取り組みや相談窓口を設けています。

帰宅時間に保護者が不在の児童を対象に、
町内 小学校の空き教室を活用して学習指
導やスポーツ・文化活動などを行っていま
す。（ 放課後子どもプラン 事業）
対 象 小学校 年 中学 年
開設日 月 土、長期休暇
費 用 参加費無料。安全保険料 円（年

額）、教材費実費
申 込 社会教育課

広島県教育委員会から派遣されたスクー
ルカウンセラーが相談に応じます。スクー
ルカウンセラーは、じっくりお話を聴いて
一緒に考えてくれる人です。困ったとき、
気持ちの整理ができなくなってしんどいと
き、気軽にご利用ください。
予約が必要です。
対 象 町内の小・中学校児童・生徒及び

保護者
場 所 大崎上島中学校相談室
開設日 次回 月 日

（年間 回開設）
申 込 教育委員会総務課

（担当 平田修教育指導監）

児童の養育に関するさまざまな心配ごと
や気がかりなことについて、専任の相談員
が相談に応じます。
このほか相談室では、家庭内暴力やひと
り親世帯の就労支援・生活支援に関する相
談も受け付けています。
場 所 福祉事務所（木江支所内）

開設日 月 金

子育てを支援します
入学式から か月。新しい環境に少しず

つ慣れてきたころでしょうか。学校生活を
安心・安全に過ごせるように、家庭教育支
援の取り組みや相談窓口を設けています。

帰宅時間に保護者が不在の児童を対象に、
町内 小学校の空き教室を活用して学習指
導やスポーツ・文化活動などを行っていま
す。（ 放課後子どもプラン 事業）
対 象 小学校 年 中学 年
開設日 月 土、長期休暇
費 用 参加費無料。安全保険料 円（年

額）、教材費実費
申 込 社会教育課

広島県教育委員会から派遣されたスクー
ルカウンセラーが相談に応じます。スクー
ルカウンセラーは、じっくりお話を聴いて
一緒に考えてくれる人です。困ったとき、
気持ちの整理ができなくなってしんどいと
き、気軽にご利用ください。
予約が必要です。
対 象 町内の小・中学校児童・生徒及び

保護者
場 所 大崎上島中学校相談室
開設日 次回 月 日

（年間 回開設）
申 込 教育委員会総務課

（担当 平田修教育指導監）

児童の養育に関するさまざまな心配ごと
や気がかりなことについて、専任の相談員
が相談に応じます。
このほか相談室では、家庭内暴力やひと
り親世帯の就労支援・生活支援に関する相
談も受け付けています。
場 所 福祉事務所（木江支所内）

開設日 月 金

放課後の安心な居場所づくり
わくわくスクール

子どもの悩み親の悩み、
お聴きします
カウンセリングルーム

小さなことでも気軽にお電話を
家庭児童相談室

電器店は最も身近な相談先。地デ
ジ対応全般へのサポーターとして
町からも協力を求めました。



日 時 平成 年 月 日 ・ 日

場 所 竹原消防署（駐車場有り）
定 員 人（先着順）
受 講 料 円（講習当日に徴収）
申込受付 平成 年 月 日 月 日
受付場所 最寄りの消防署・分署へ
必 用 品 受講申請書、写真 枚、

はがき 枚、 円切手 枚
受講申請書は最寄りの消防署、分署で配付、または東
広島市のホームページからダウンロードできます。
問東広島市消防局予防課問

環境保全型農業とは 農業の持つ物質循環機能を生か
し、生産性との調和などに留意しつつ、土づくり等を通
じて化学肥料、農薬の使
用等による環境負荷の軽
減に配慮した持続的な農
業 です。
環境保全効果の高い営
農活動に取り組む農業者
に対して平成 年度から
直接支援をします。

．支援対象者
・エコファーマー認定を受けていること（ただし、
の支援対象の取組を行っていること）

・農業環境規範に基づく点検を行っていること
共同販売経理を行っている集落営農、有機農業に取り
組む農業者等はエコファーマー認定に関する特例措置
講じることとしています。
．支援の対象となる取組です。
化学肥料、化学合成農薬の 割低減と以下の組合せ
．カバークロップの作付
．リビングマルチ又は草生栽培
．冬季湛水管理

有機農業（化学肥料・農薬を使用しない）
支援の水準は、対象となる取組の実施に伴う追加的
コストに着目して設定し、 アール当たり 円
です。（国 、県、町 ）
受付 月 日 までに実施計画書等を提出。

問農林水産課問

月 日 から、島内のガソリン販売店では、 リッ
トル当たり単価（時価）から 円値引き（ガソリンのみ
で、軽油等は除く）して販売しています。
本土に比べて割高な離島のガソリン小売価格を実質的
に下げることを目的に経済産業省が行ったものです。
これと合わせて、消費者からの離島のガソリン流通な
どに関する質問、相談などを受け付けています。
受付期間 平成 年 月 日

平成 年 月 日
窓口 日本エネルギー経済研究所石油センター

担当 渡辺、井口

月曜 金曜（土日・祝祭日・年末年始除く）
・

ホームページ

離島ガソリン流通に関する相談受け付けています離島

新しい 大峰苑 、ご紹介します新
町の火葬場 大峰苑 の改築事業が完了しました。建

物部分はすでに 月 日から利用いただいていますが、
月末までに駐車場等周辺の整備も整いました。この施
設の管理・運営は、指定管理者制度を導入し有限会社ス
カイトラベルが行っています。
新しい火葬場は、待合室 室（和室 畳、 畳）のほ

か交流スペースがあり、通夜、告別式やおとき（食事）
にも利用いただけます。多目的トイレも完備しています。
火葬場の使用申し込みは、本庁または支所の住民係窓
口で受け付けています。

使用料
待合室 （和室 畳）

火葬の待合・告別式・通夜 各 円
待合室 （和室 畳）

火葬の待合・告別式・通夜 各 円
交流スペース 告別式・通夜 各 円

火葬の待合は無料です。
火葬料は従来と変わりありません。
ただし、町民以外が使用される場合は別料金となります。

問保健衛生課問

甲種防火管理新規講習会甲種

環境保全型農業直接支援対策について環境

交流スペース、左奥に和室もあります



平成 年度調理師試験があります平成
試験日時 平成 年 月 日
試験場所 試験場所の指定は、受験票によって連絡

鈴峯女子短期大学（広島会場）
福山平成大学（福山会場）

受付期間 平成 年 月 日 から 日
受付時間 分から 時まで。

（土日は除く）郵送の場合は当日消印有効
申込・配布先 保健衛生課（木江支所）
詳しい内容は、お問い合わせください。
問保健衛生課問

特定健診とは、メタボリックシンドローム（内臓脂肪
症候群）の予防と改善を目的とする、健診です。
大崎上島町では、今年も次のとおり集団健診を実施し
ます。（後期高齢者健診も同時実施します。）
受診対象者は平成 年 月 日現在国民健康保険に加

入している、昭和 年 月 日以前に生まれた方で、受
診日当日まで継続して国保に加入している方です。
被用者保険の家族の方も受診できます。
健診項目 問診、診察、身体計測（腹囲含む）、血圧、

尿、血液（脂質・血糖・肝機能）
前年の健診結果と医師の判断に基づき、心電図、眼
底検査等詳細な健診が追加されます。
自己負担額は 円（国保加入者の方）です。
健診当日に非課税世帯確認書を提出すれば無料です。
被用者保険の家族の方は、保険者によって負担額が
違いますので注意してください。
健診に持参する物
受診券、被保険者証、健診費用又は非課税世帯確認書、
前年の健診結果通知
月下旬から 月上旬を予定しておりますが、会場や

日時については各家庭に配布されるチラシをご確認くだ
さい。
問保健衛生課問

日時 月 日
場所 東野屋内運動場
主催 大崎上島町体育協会卓球部
後援 大崎上島長教育委員会
申込 事前申込不要
未経験の方、お子さまの参加も受け付けております。
ラケットも少数ですが貸出できます。
室内用靴、昼食は各自で準備してください。

問佐々木悦子問

第 回旧 町交流卓球大会があります第

老後を明るく！ 緑内障（あおそこひ）は怖くない？
を、テーマに医学講演会を開催します。

日時 月 日
場所 大崎上島開発総合センター
講師 医療法人仁光会 日谷眼科 日谷博光先生

問保健衛生課問

医学講演会のおしらせ医学

平成 年度 特定健康診査 のご案内平成

平成 年度の甲告・納付は
月 日から 月 日 まで

月 日に送付いたします年度更新甲告書で、お速め
の手続きをお願いします。
問広島県労働局総務部労働保険徴収課

三原労働基準監督署、

平成 年度の甲告・納付は
月 日から 月 日 まで

問

労働保険年度更新の手続きを、お早めに！労働

新たな防災情報伝達手段として 月 日から 防災情報
メール配信サービス が始まりました。
登録者には、大崎上島町から防災情報（地震情報・気
象情報・避難情報・国民保護情報など）を携帯電話やパ
ソコンに無料で配信しております。
登録は無料ですが、通信料や回線使用料等は、利用者
負担となります。

パソコン、携帯電話からは次のアドレスにて登録でき
ます。

また、 コード対応の携帯電話
をお持ちの方は、こちらからも登録で
きます。

問総務課問

防災情報等のメール配信が始まりました防災

県立安芸津病院では、 変形性膝関節症 と、 さまざ
まなバイキンたち について、講演いたします。
日時 平成 年 月 日

開場 開演
場所 大崎上島文化センターホール 神峰
問県立安芸津病院総務課問

県立安芸津病院医療公開講座県立



受 験 資 格 平成 年 月 日 平成 年 月 日生
受 験 程 度 高校卒業程度
申 込 期 間 平成 年 月 日 月 日
申 込 先 人事院中国事務局
第 次試験 試 験 日 平成 年 月 日

試験場所 広島市ほか
試験科目 教養・適性・作文

第 次試験 第 次試験合格者に通知
問広島国税局 総務部 人事第二課 試験研修係

内線
問

平成 年 月 日 から、新たに下記（赤色）の区域
の公共下水道が供用開始となりました。
供用が開始された区域の皆さんには、敷地内排水設備
工事をしていただき公共下水道に加入くださいますよう
お願いします。
詳細は次のとおりとなります。
受益者の分担金の納入
受益者分担金は、公共マス 個当り 万円です。
戸の家屋に複数の公共マスを設置した場合は、
万円 設置個数となります。
建物敷地内の排水設備工事
建物（トイレ・台所・風呂）から公共マスまで
の排水設備工事が必要です。（個人負担）
水洗式でないトイレは排水処理ができないので、
水洗式に改造が必要です。（個人負担）
・ の工事は町指定工事店で行ってください。
町下水道への接続は、供用開始区域となった日
から 年以内に行ってください。

問上下水道課問

学生でない 歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が
一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される
若年者納付猶予制度 があります。
これらの制度は申請を行わず、保険料を未納のままに
しておくと不慮の事故などにより障害が残った場合に、
障害年金を受けることができなくなります。
なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取るため
の期間に算入されますが、年金額には反映されません。
就職などで、収入が得られるようになった場合は、将
来受け取る年金を増額するため、 年以内であれば、保
険料を納めることができる 追納制度 を利用されるこ
とをお勧めします。

月の納税・納期限は 月 日

町県民税（第 期）

期間内の納付に ご協力を
納期限までに納付を確認できない場合は、督促状を
発送します。口座振替をご利用の方は、残高の確認
をお願いします。

問税務課（本庁）

月の納税・納期限は 月 日

問

学生納付特例制度により、平成 年度に保険料納付を
猶予されている方で、平成 年度も引き続き在学予定の
方へ、 月下旬に基礎年金番号等の印字されたハガキ形
式の学生納付特例申請書が送付されています。
同一の学校に在学する場合は、このハガキに必要最小
限の記載事項を記入するだけで申請できます。
また、平成 年度は学生納付特例制度を利用しない場
合は納付書を送付いたしますので、お近くの年金事務所
にご連絡ください。
問三原年金事務所 （ ）
役場住民係 本庁 大崎支所

木江支所

問

浄化槽管理（設置）者の皆さんへ浄化
浄化槽は、微生物の働きを利用してトイレの排水や生
活排水をきれいにしていますが、正しく使用しないと悪
臭を放ち環境汚染の原因にもなります。
保守点検・清掃・法定検査が義務付けられており、必
ず受けましょう。
問上下水道課問

税務職員（国）の募集について税務

学生納付特例申請制度の簡素化について学生

若年者納付猶予制度 をご存知ですか？若新たな公共下水道地区のお知らせです新た



年 月 日 年 月 日

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

金 健康相談 大崎上島開発総合センター （受付）
日本脳炎 期 期

月 日土
第 回大崎上島中学校運動会 大崎上島中学校グラウンド
（ 月 日より変更になりました）

開会

日 第 回旧 町交流卓球大会 東野屋内運動場

火 上島コスモス 木江保健福祉センター

三種混合 期
月 日

月 日

水 骨密度測定 大崎上島開発総合センター （受付）

水 断酒会 東野保健福祉センター

木

骨密度測定 木江保健福祉センター （受付）

骨密度測定 木江会館 （受付）

医学講演会（緑内障は怖くない？） 大崎上島開発総合センター

金 骨密度測定 東野保健福祉センター （受付）

日 絵本読みかたり 情報プラザエル

火 育 児 相 談 木江保健福祉センター （受付）

木 乳幼児相談 大崎上島開発総合センター （受付）

金 乳幼児相談（思春期ふれあい体験） 東野保健福祉センター （受付）

月
三種混合 期
月 日

月 日土
県立安芸津病院医療公開講座 大崎上島文化センター ホール 神峰
（変形性膝関節症・さまざまなバイキンたち）

開場

月 日 曜 行 事 ・ 場 所 予防接種

日本脳炎 期 期
月 日

三種混合 期
月 日

月 日

三種混合 期
月 日

月 日

竹
原
市
休
日
当
番
医

竹
原
市
休
日
当
番
医

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

月の診療日

日 ・ 日
受付時間
診療開始

休
日
当
番
医

休
日
当
番
医

内科 日曜・祝日

竹原市休日診療所

外科 日曜・祝日
・ ・

馬場病院
・

安田病院

（注）事前にお電話を

【竹原税務署からの
お知らせ】

竹原税務署では、相続、贈与・
譲渡所得に関する相談を実施し
ています。
月の相談日は、 月 日

です。相談には予約が必要です。
事前に電話でご予約ください。
申問竹原税務署申問

寺元医院

田村医院

円山医院

東日本大震災等で避難されている皆様へ
大崎上島町へ避難されている方は、役場住民課または、各支所地域振興課に
備え付けてある書面を提出していただければ、避難前にお住まいの県や市町村
からのお知らせをお届けできます。

提供していただいた情報は、広島県や県内各市町等の関係行政機関・社会福
祉協会等からの情報提供にも、利用させていただきます。
問大崎上島町役場 住民課問

提供していただく情報は
・氏名・生年月日・性別
・避難前の住所
・避難先（避難所・等）の住所
・滞在開始日・連絡先

提供していただく情報は
・氏名・生年月日・性別
・避難前の住所
・避難先（避難所・等）の住所
・滞在開始日・連絡先

お届けする情報は
・見舞金などの各種給付の連絡
・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免・期限延長等
・その他避難者向けの情報提供等

お届けする情報は
・見舞金などの各種給付の連絡
・国民健康保険証の再発行
・税や保険料の減免・期限延長等
・その他避難者向けの情報提供等



神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

母
の
日
の
話
題
は
考ち
ち

に
移
り
け
り

山
本

輝
明

錫
杖
の
失
せ
し
地
蔵
や
柏
餅

岡
本

花
江

花
あ
け
び
散
り
し
く
雨
の
山
路
か
な

川

雅
子

南
風
俳
句
会

早
天
の
雲
押
し
上
げ
て
新
樹

し
ん
じ
ゅ

燃
ゆ

戀
田

和
夫

青
麦
の
風
の
彼
方
に
母
と
稚や

や

横
本
三
四
郎

海
光
や
山
門
に
舞
ふ
夕
桜

植
田
と
も
子

木
江
神
潮
俳
句
会

祈
る
こ
と
ま
た
一
つ
増
え
夏
来き

た

る

藤
原

幸
子

若
楓
午
前
の
小
雨
午
後
の
照
り

山
本

京
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

菜
の
花
や
蜜
を
求
め
て
小
鳥
た
ち

峠

智
恵
子

神
域
の
空
を
狭せ

ば

め
て
花
万
朶

ば
ん
だ

小
池

華
子

施
設
ま
で
小
道
た
ど
れ
ば
母
子

は
は
こ

草ぐ
さ

竹
本
マ
ツ
子

大
崎
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

満
ち
潮
に
光
を
載
せ
て
春
が
来
る

松
浦

春
枝

朝
覚
め
に
鶯

う
ぐ
い
す

の
声
背
山

せ
や
ま

よ
り

倉
谷

守
子

雨
上
り
色
あ
ざ
や
か
に
初
夏
の
山

神
本

文
江

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

崩
れ
た
る
軒
に
木
蓮

も
く
れ
ん

咲
き
乱
れ

今
田

魁
三

蕗ふ
き

の
た
う
風
の
足
音
す
ぐ
そ
こ
に

小
片
タ
ズ
子

神
の
峰
ピ
ン
ク
に
染
ま
り
風
薫
る

吉
田

好
子

東
野
公
民
館
俳
句
会

夜
桜
や
ぼ
ん
ぼ
り
の
灯
の
揺
れ
つ
づ
け

上
杉

文
子

病
む
母
の
声
確
か
な
る
春
の
宵

植
田
と
も
子

春
潮
の
こ
ろ
が
す
蛸
枕

た
こ
の
ま
く
ら

か
な

山
本

一
子

編
集
後
記

初
夏
の
日
差
し
が
肌
を
焦
が
し
、

蒸
し
暑
い
日
々
が
続
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

月
と
言
え
ば
、
梅
雨
に
な
る

の
で
す
が
、
近
年
は
空
梅
雨
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
雨
が
降
っ
て
も

集
中
豪
雨
に
な
り
災
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
な
え
る
…

見
え
な
い
こ
と
に
対
し
て
準
備

す
る
の
は
、
難
し
い
こ
と
で
す
が
、

ま
え
も
っ
て
備
え
る
事
は
、
何
事

に
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

月
に
お
配
り
し
た

災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
は
、
高
潮
・

土
砂
災
害
・
地
震
な
ど
に
お
い
て

の
、
避
難
場
所
や
避
難
の
仕
方
も

書
い
て
あ
り
ま
す
。
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

発行日 年 月 日
発行・編集 大崎上島町企画課

広島県豊田郡大崎上島町東野

アドレス

平平成成

集
ま
れ

わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

月
に

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の
写

真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
課
ま
た
は
、
各
支
所
地
域
振
興
課
。

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）
・
保
護
者
名
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、

月

日

。

＠

企
画
課

松浦
まつうら

夏音
かのん

ちゃん（原田区）松浦
まつうら

夏音
かのん

ちゃん（原田区）新川
しんかわ

一輝
いつき

ちゃん（向山区）新川
しんかわ

一輝
いつき

ちゃん（向山区）


